
知ってとくとく くくり罠の効率的捕獲法（シカ）

鳥獣害対策スペシャル

１ くくり罠の基本的な設置場所

• 獣道でもイノシシが確実に通るところ（通い）に設置しましょう。

• 設置する獣道の条件は、①獣道がはっきりしている。②獣道が細い。③傾斜が緩い。
④見通しがよい。⑤獣道が交差するところです。

• 根付け（罠を固定する立ち木など）があるところ。

２ 「ふませ」を習得する

一般的にくくり罠の捕獲効率は１％（1つの罠で100日に1頭捕獲できる）前後です。やみくも
に仕掛けても捕まりません。まず、イノシシの出没頻度が高い所を選定します。しかし、広い
山野で小さなくくり罠を踏ませるには技術が必要です。その技術を習得しましょう。

• 障害物を利用して足の置く場所を誘導します。

• 「寄木」や「またぎ棒」などを効果的に使うことで、捕獲効率を上げます。
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３障害物を使って誘導

罠

• 障害物を使って誘導します。

５エサで誘引して捕獲する（岐阜大式）
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